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■①アカウント作成 
 
■②AWSコンソールへのログイン 
 
■③インスタンスの作成 
 
■④AWSへのssh接続 
 
■⑤ユーザとパスワード設定 
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①アカウント作成  ※作成済みの方は丌要です。 

3 

◆AWSの公式サイトへ接続。 
 
https://aws.amazon.com/jp/register-flow 
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4 

クリック。 



5 

すべて任意で 
記入。 



6 

「パーソナル」を選択すると、
画面が切り替わります。 

 
法人なら「プロフェッショナル」 
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すべて半角英数字で任意で入力 
 
◆電話番号はハイフンなし。 
◆アドレスは以下のように変換。 
埼玉県川口市 
Saitamaken kawagutisi 
アマゾン202 
amazon202 
◆郵便番号は、ハイフン付きで。 

終わったらクリック。 
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終わったらクリック。 

カード情報を入力。 



9 

手持ちの携帯番号
に認証コードが届く
ので、コードを入力。 



10 

コンソール(ブラウザの管理画面)にログイン。 

◆プランは無料を選択して、以下画面まで作業。 



②AWSコンソールへのログイン 

11 



12 

登録したアドレスを入力。 
次ページで、パスワードなども聞かれるので
登録したものを入力。 



13 

デフォルトで「オハイオ」となっているところを
クリック。 

◆ログインできたら 
リージョンを変更。どこの拠点上で操作するのか。 



14 

アジアパシフィック(東京)を選択。 



15 

サービスをクリック。 

EC2ダッシュボードを操作。 

ダッシュボードとは 
…課題や議事などを共有・管理する場所。 
(サイボウズ,Slack,チャットワークなどを使うところもある) 



16 

EC2ダッシュボードを操作。 

EC2をクリック。 



17 

これで、 
EC2操作用の画面に移りました。 



③インスタンス作成 
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◆インスタンスとは 
…仮想サーバに接続する機能を持つ入り口。 
 
基本的に、1インスタンスに1サーバで同時に作られるので、 
イコール仮想サーバで覚えてOK。 

 
 
◆AWSクラウドは、GUIで操作しやすいので法人でもどんどん一
般化しています。 
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インスタンスの作成。 



20 

どのAMIを使用するかを選択。 
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AMIとは 
 
…アマゾンマシンイメージの略称。 

 
 
◆物理サーバはOSをメーカーから購入して導入する。 
 
◆仮想サーバは多くが、 
 イメージファイルやディスクなどからイメージ情報をインストールする。 
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今回はAmazon Linux 2を選択。 



23 

64ビット(x86)を選択。 



24 

②デフォルトのままでOK。 

③画面右下の「次の手順」をク
リック。 

①この項目を設
定していきます。 

◆インスタンスタイプの選択 
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すべてデフォルトのままでOK。 

画面右下の「次の手順」をク
リック。 

◆インスタンスの設定(詳細設定をします) 



26 

設定できる物は 
 
◆ネットワークセキュリティとしてゲートウェイを設定する 
◆サブネット(CIDR)を設定する 
◆ロール権限(アクセス権限、削除権限、作成権限) 
 
 
※物理と同じです。 
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すべてデフォルトのままでOK。 

画面右下の「次の手順」をク
リック。 

◆ストレージの追加 



28 

すべてデフォルトのままでOK。 

画面右下の「次の手順」をク
リック。 

◆タグの追加 



29 

タグとは 
 
…メタデータ(特に複雑に紐づかない情報。キー情報。) 
 
※キー情報には、 
タグのような重要じゃないものや、主キーなどのように必頇になる情報の2つが
ある。メタデータは前者。 



30 

すべてデフォルトのままでOK。 

画面右下の「次の手順」をク
リック。 

◆セキュリティグループの設定 



31 

設定値を最終確認する画面。 
そのまま見なくても大丈夫。 

最終確認 

よければ起動をクリック。 
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今回は既存のものがないので、
新規のキーペアを作成しましょ
う。 
名前も自分で選択。 

◆キーペアの作成 

問題なければクリック。 



33 

前ページの続きで 
 
 
キーペア名を入力し、 
「キーペアのダウンロード」から.pemファイルのダウンロードを行います 
（再度ダウンロードは丌可なので大切に！！） 
 
 
キー認証について 
 
…ここではいわゆる秘密鍵暗号を使用しています。 
（Amazonが用意してくれている) 
 
プライベートキーが今作成したpemファイル。 
パブリックキーは、同時に内部で自動作成してくれている。 
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この表示であればOK。 
完了まで数分かかりますが、
次のステップに移りましょう。 

◆キーペアの作成 
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EC2ダッシュボードを操作。 

EC2をクリック。 



36 

実行中のインスタンスが増えている。 
クリック。 



37 

ここrunningになっていれば、
完成していて起動している。 

右のほうにIPアドレスもあるの
で確認。 



38 

起動や再起動もブラウザから
の操作がどこからでも可能。 



④AWSへのssh接続 
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◆ssh暗号方式で接続します。 
CUI操作ができるようになるので便利です。 



40 

◆windowsの人のみ。 
公式サイトから、teratremツールをダウンロード。 
※すでにダウンロードされている人は丌要です。 

 
https://ja.osdn.net/projects/ttssh2/releases/ 

 

画面中央くらいにあるexeファイルをダウ
ンロード。 

https://ja.osdn.net/projects/ttssh2/releases/
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41 

ダウンロードできたものを実行
して、デフォルトでインストール。 



42 

①パブリックDNS IPv4を選択。 

②SSHのTCPポートが22である
こと。 

③クリック。 



43 

①デフォルトユーザでログイン。 

パスワードはなし。 
 
デフォルトユーザ：ec2-user 

②RSAで、 
ダウンロードしたpemファイル
を選択。 

③クリック。 
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ログインできればOK。 



45 

◆Macの人のみ。 
 
ターミナルを起動し、以下のコマンドを操作。 
 
 
【ターミナルへの接続の仕方】 
https://techacademy.jp/magazine/5155 
 
【ターミナルでの実施コマンド操作】 
chmod 600 ○○○.pem 

 
【AWSへのログインの仕方】 
ssh ec2-user@{パブリックDNS IPv4} -i  ○○○.pem 
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⑤ユーザとパスワード設定 
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◆操作確認もかねて、ユーザを設定しましょう。 
 
◆最初は、ec2-userのみがデフォルトで備わっています。 
 
◆sudoで管理者権限はデフォルトで使用できます。 
 



47 

◆各自、必要なコマンドを試していきましょう！！ 
 
【rootへのスイッチ】 
sudo su - 
 
 
【ユーザ作成】 
useradd -m {新規ユーザ名} 
結果確認 
more /etc/passwd 
 
 
【パスワード設定】 
passwd {ユーザ名} 
 


